Research on social worker\u27s role in the end of life care by 佐藤 繭美
終末期ケアにおけるソーシャルワーカーの役割に関
する研究
著者 佐藤 繭美
ページ 1-6
発行年 2010-05
URL http://hdl.handle.net/10114/7265
 
様式 C-19 
科学研究費補助金研究成果報告書 
平成２２年 ５月 １日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 今年度は、医療ソーシャルワーカー（以下、MSW）らを対象として、当事者の終末期におい
て、ソーシャルワーカーはどのような役割を担うのかということについてアンケート調査を実
施した。調査票は全国の緩和ケアが実施されている病院および無作為で抽出した一般総合病院
996 か所に配布し、回収率は約 42％であった。調査の結果から当事者の死を身近で経験してい
るＭＳＷは、死の看取りや役割意識、家族ケアへの意識は高いものの、死別に際して、ＳＷの
専門性を発揮しているかの問いには「どちらともいえない」が大多数を占めていた。専門的な
ケアを実施しているにもかかわらず、ソーシャルワーカーは自らの職務についての自信や明確
な役割意識が持てずにいることが浮上したのである。こうした状況を改善するために、ソーシ
ャルワーク実践における看取りについての明確な指針作りが急務といえる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The social worker executed the questionnaire survey what role you played for medical 
social workers (hereafter, MSW) at the end period of the user who was taking charge at 
current year.  The questionnaire survey item was examined closely. The survey slip 
distributed to the hospital where the palliative care of the whole country was executed and 
general hospital 996 places that had been extracted at random, requested the answer from 
belonging MSW, and the recovery percentage was about 42%.  As for MSW that 
experienced the person concerned's death from the result of the investigation near oneself, 
"It cannot be said either" occupied large majority to the question whether to demonstrate 
the specialty of SW upon bereavement though taking care of the death, role consciousness, 
and consideration to the family caring were high.  Confidence and clear role consciousness 
of an own duty surface the social worker though a special caring is executed and it has 
surfaced there is cannot possession. It can be said that a clear indicator making of taking 
care in the social work practice is a pressing need because it improves such a situation. 
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１．研究開始当初の背景 
 わが国の社会福祉分野において、終末期
ケアに関わる取組みは徐々に具体化しつつ
あるといえる。例えば、改正介護保険の被保
険者になりうるものとして、特定疾患の 1 つ
に「ガン末期」が加えられ、当事者の終末期
ケアを担うことが明文化されたといっても
過言ではない。また、最近の意識調査では、
自宅での最期を望む割合は決して高くない
と報告されている（終末期医療に関する調査
等検討会 2005）。加えて、指定介護老人福祉
施設では、一定の条件を満たした場合の「看
取り」に対する介護報酬の加算が創設される
など、「看取り」に対する社会の要求と制度
が合致した状況に向かいつつあるといえる
だろう。こうした状況は、社会福祉施設や社
会福祉専門職者に対し、終末期ケアを 1 つの
役割として要求していることに他ならない。 
 しかしながら、これまでの終末期に関わる
先行研究の多くは、医学や看護学を中心に展
開し、病態を捉えたケア論や心理モデルを基
礎とした研究が大半を占め、ソーシャルワー
クの視点である生活者を支える視点から終
末期ケアのあり方を描き出した研究は数少
ない。中尾は、ソーシャルワークにおいて、
死を取り扱う研究が少ない理由を「ソーシャ
ルワーカーが患者の死に接したときに、患者
の死をどう捉え、どのように専門性を発揮で
きるかという点が明確ではない」からと指摘
している（中尾 2001）。アメリカのソーシ
ャルワーク実践においても終末期ケアは発
展過程であり、同様の指摘がなされている
（ Csikai&Raymer 2003; 
Christ&sormanti,1999）。また、申請者が看
取りを行った当事者家族へのインタビュー
調査からは、終末期ケアに関わる専門職者は
圧倒的に看護師であり、家族間コーディネー
トや葬祭の執行方法、多様な書類提出方法な
ど、本来ならばソーシャルワーカーが携わる
必要のある業務を看護師が実施していたこ
とが明らかとなった（佐藤 2008）。つまり、
終末期ケア場面におけるソーシャルワーカ
ーの不在は、当事者や家族に対する生活支援
の不足だけでなく、ソーシャルワーカー自身
に職務としての不全感が存在するのではな
いかと考えるに至った。 
 欧米では、チームケアが基礎となり終末期
ケアを展開しており、ソーシャルワーカーの
存在意義は明白である。全米ソーシャルワー
カー協会からは 2003 年に「緩和と終末期ケ
アのソーシャルワーク実践基準」が提示され、
ソーシャルワーカーの実践を補強する基準
として注目されている。なかでも、治療の中
断や代理意思決定など、当事者の社会文化的
な側面を支援する価値レベルの役割から、死
別語のケアまでを担うということが明示さ
れている点は、わが国においても非常に参考
になると考えている。 
 このような先行研究の検討を通じて、欧米
での終末期ケアにおけるソーシャルワーカ
ーの役割は明確な位置づけをもって実践を
行っており、わが国における終末期ケアにお
ける社会福祉専門職者の役割を確立するに
は、1 つのモデルとして研究対象になるので
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はないかと考え、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
本研究は、終末期ケアの経験がある社会福
祉専門職者※への調査を行い、社会福祉専門
職者の終末期ケアにおける実際の役割につ
いて明らかにする（１）。さらに、社会福祉
専門職と医療専門職の「死生観」「援助姿勢」
「役割意識」など、終末期ケアに関わる専門
職者の共通点及び相違点について比較検討
を行い（２）、ソーシャルワークにおける終
末期ケアの課題について整理していくこと
を目的とする（３）。 
本研究では、相談業務に従事する社会福祉
専門職者を対象とした調査研究を基礎とし
て、終末期ケアにおけるソーシャルワーカー
の役割を導出したいと考えている。終末期ケ
アや看取りについての役割が課せられる一
方で、ケア基準の不足や終末期ケアにおける
ソーシャルワーカーの不在は、筆者のこれま
での研究より明らかになりつつある。上述し
た（１）（２）（３）の研究目的を明らかにす
ることで、終末期ケアにおけるわが国の社会
福祉専門職者のあり方について、研究期間内
に一定の方向性を導出していく。 
 
３．研究の方法 
終末期ケアにおけるソーシャルワーカー
の位置づけを検討するにあたり、主に国外か
らの文献・資料収集を行い、終末期ケアにお
けるソーシャルワーカーの役割とその実態
について明示していくこととする。また、国
内の終末期ケアにおける社会福祉専門職者
の役割を明らかにするために、実際に終末期
ケアを経験した病院のソーシャルワーカー
を対象としたアンケート調査（自己記述式）
を実施した。 
本調査の実施にあたっては、倫理的配慮と
して、調査目的及びプライバシー保護につい
て説明する文書を送付し、了承を得られたも
のが返送されてきている。 
調査内容としては、終末期ケアに携わる医
療者との意識の比較検討を実施するため、
FATCOD（Frommelt Attitude Toward Care 
Of Dying scale）－From B-J（Frommelt の
ターミナルケア態度尺度日本語版）の 30 項
目に加え、調査対象者の基本属性（性別、年
齢、勤続年数）、死別経験の有無（身近な親
族、友人）、生命にかかわる疾患への罹患、
怪我の経験の有無、担当患者の看取り経験
（看取った人の数）、終末期ケアに関する研
修参加の有無、ＳＷの役割として最も重要な
もの（①死を意識した患者の意思を家族や医
療関係者に伝えること、②死を意識した患者
や家族の精神的ケアを行うこと、③患者が望
む最期の生活が保障できるよう、病院内外の
調整を行うこと、④葬儀や死後の手続きを家
族に伝えること）、最も重要や役割を実施で
きているか、という調査項目で構成した。 
また、医療ソーシャルワーカーらによるグ
ループインタビューを実施し、調査項目を精
査した。 
 
４．研究成果  
（１）調査結果 
調査票は全国の緩和ケアを設置している
病院および特定機能病院 996 施設（無作為抽
出）に配布し、回収率は 42％であった。性別
割合は、男性 22.9%, 女性 77.1％、年齢構成
としては、30 歳以上 40 歳未満の人の割合が
41.7％と最も多く、次いで 20 歳以上 30 歳未
満の人の割合が 34.7％となっており、約 8 割
を占めている。これらは他の社会福祉施設
（障害者施設職員）の年齢構成割合とほぼ同
等である（厚生労働省：「平成 16 年社会福祉
施設等調査結果の概況」から）。この背景に
は、社会福祉士資格が創設されてから約 20
年が経過していることが関係していると推
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測され、有資格者の増加に伴う年齢構成と比
例しているといえるだろう。 
勤続年数は、3 年以上 7 年未満が最も多く
28.8%で、次いで 1 ヶ月以上 3 年未満が
25.3％、7 年以上 11 年未満が 24.3％となっ
ている。11 年以上になると約 20％となり、
これも年齢構成の背景と同様の理由が考え
られる。 
身近な親族との死別を 5年以内に経験して
いる人は 41.7％、親しい友人との死別を 5 年
以内に経験している人は 14％、また、ＭＳＷ
自身が死を意識する疾患やけがの経験をし
たことがある人は 19％と、死別経験の少なさ
や生と死を考える機会の少なさが明らかと
なった。 
一方で、専門性の観点から「終末期ケアに
関する研修経験」がある人は 57.8％と高い割
合を占めている。さらに、担当する患者さん
を看取った数については、10 名未満が 31.2％、
10名以上 50名未満が 20.2％で半数を占めて
いる。さらには、緩和ケアを設置している病
院のソーシャルワーカーにも回答を依頼し
ていることから、100 名以上の看取りを経験
している人も 15.7％と比較的高い割合を示
している。 
こうした背景をふまえ、終末期ケアにおけ
るＳＷの役割として最も重要なものは「患者
が望む最期の生活が保障できるよう、病院内
外の調整を行うこと」が 65.9%、次いで「死
を意識した患者や家族の精神的ケアを行う
こと」が 16.1％、「死を意識した患者の意思
を家族や医療関係者に伝えること」は 3.4％、
「葬儀や死後の手続きを家族に伝えること」
は 0.2％であった。こうした重要な役割を実
践できているかという問いについては、「ど
ちらとも言えない」が 62％を占めており、ソ
ーシャルワーカー自身、終末期ケアの役割が
明確化されていないことが明らかとなった。 
また、FATCOD‐From B-J の 30 問から
尺度Ⅰ「死にゆく患者へのケアの前向きさ」、
尺度Ⅱ「患者・家族を中心とするケアの認識」、
尺度Ⅲ「死の考え方」の得点が得られるため、
上記の質問項目とこれらの尺度を合わせた 
t 検定（２つの平均間の有意差検定）を実施
した。性差や身近な人との死別経験では有意
差が見られなかった。 
一方で、勤続年数と尺度Ⅰ「死にゆく患者
へのケアの前向きさ」の間では 5％水準で有
意差が認められた（p<.05）。また、看取っ
た患者の数と死別数と尺度Ⅰ「死にゆく患者
へのケアの前向きさ」の間では 0.1%水準
（p<.001）で、尺度Ⅱ「患者家族を中心とす
るケアの認識」との間では 5％水準（p<.05）
で有意差が認められた。患者の看取りを行っ
た人ほど終末期ケアに対する意識化が可能
となっている。 
さらに、終末期ケアにおけるＳＷの役割と
して最も重要なもの（役割意識）については
「患者が望む最期の生活が保障できるよう、
病院内外の調整を行うこと」、「死を意識した
患者や家族の精神的ケアを行うこと」、「死を
意識した患者の意思を家族や医療関係者に
伝えること」の間で有意差が見られるかを 
F 検定（３つ以上の平均の差の有意差の検定）
にて検証したが、有意差は認められなかった。 
 
（２）考察 
 近年、社会福祉分野において終末期ケアへ
の関心が高まってきている。特に高齢者施設
においては、介護報酬として看取り加算が設
定されたこともあり、積極的な終末期ケアを
検討しているところも徐々に報告されつつ
ある。しかしながら、ソーシャルワーカー自
身の死生観や終末期ケアに対する意識など
は明確にされてこなかった。そのため、終末
期ケアを実施したいと考えているが、何をし
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たらよいかという、ソーシャルワーカーの役
割については未だ迷走している感が否めな
い結果となった。 
 ソーシャルワーカーの「死生観」「役割意
識」「援助姿勢」には、勤続年数と看取った
患者数が大きく関連しており、終末期ケアの
経験が蓄積されたことによる「経験知」を基
礎として援助実践が展開されていることが
明らかとなった。ここでいう「経験知」は職
業人としての熟練度による「経験知」、つま
り「属人的技術」としての意味合いが強い。
だが、ソーシャルワークの科学性を求められ
ている昨今、「科学的技術」としてのソーシ
ャルワーカーの役割意識が共通事項として、
意識化されている必要がある。しかしながら、
本研究結果からは系統だてたソーシャルワ
ーカーの役割意識については明らかとなら
なかった。この背景として考えられる要因は、
看取りや終末期ケアの中心的役割を担うの
は、医師や看護師であるため、その領域にソ
ーシャルワーカーが介入していけない可能
性があることが考えられる。また、終末期ケ
アを実践しているにもかかわらず、「実践で
きていない」と多数が回答するという結果が
みられたように、明確な理論的根拠や役割指
針に基づいた実践ではないため、専門性を発
揮しているという自信が持てずにいること
が推測された。こうした調査結果と同様の指
摘は先行研究においてもなされている
（Grace H. Christ  ,Mary Sormanti：1999）。 
 以上の研究結果をふまえ、喫緊の課題とし
て、終末期ケアに関するソーシャルワーカー
の役割指針の整備が求められていることが
明白であった。人びとの生活を支えることを
謳うソーシャルワークでは、こうした課題に
取り組むことで、少しでも当事者の生活の質
を向上させることにつながると指摘できる。
くしくも、2010 年度には全米ソーシャルワー
カー連盟の国際会議のメインテーマは
“Social Work’s Critical Role in End of 
Life Care”である。欧米においてもソーシ
ャルワーカーの役割として、終末期ケアを実
践するための指針作りが開始されている。こ
うした世界的な動向をとらえたうえで、さら
なる研究を進めていくことが急務であると
考える。 
以上の研究結果から、本研究の特色及び独
創性は、社会福祉学の視点から終末期ケアに
おける社会福祉専門職の役割を明らかにし、
ソーシャルワークにおける空白部分を埋め
ようとするものであり、1 つの援助方法論の
確立に向けた土台形成となる点が本研究の
特色である。また、ソーシャルワーカーが意
識化された終末期ケアへと発展することに
よって、当事者や家族に寄り添えるサービス
が提供できると思われる。この点こそがソー
シャルワークにおける当事者の生活支援の
本質である。さらに、本研究成果を踏まえ、
今後は社会福祉教育における死の準備教育
という課題について挑みたい。若年専門職者
の離職理由に当事者との死別があげられる
ことがある。医学・看護学分野では、専門職
者の死生観を育成するカリキュラムが積極
的に開発され、バーンアウト（燃え尽き症候
群）を予防する動きがある。ソーシャルワー
クにおいて、終末期ケアの実践者の育成は社
会からの要求や制度政策をみても必要不可
欠であり、本研究成果はその礎として意義が
あると考えられる。 
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